
（別紙３）

～ 2024年　9月　25日

（対象者数） 26名 （回答者数） 25名

～ 2024年　9月　22日

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・同じトレーニングであっても、様々なルールや取り組み方を用
　意し、利用者に今必要な支援をピンポイントで提供できるよう
　にしている。
・個別支援計画書において、具体的な課題が設けられている場合
　は、時系列で振り返りができるよう、支援記録とは別に適宜記
　録している。

2

・反射の統合を促すトレーニングや、目や手、体の協調性を育む
　トレーニングを単体のみで行うのではなく、その動きを取り入
　れた集団遊びや競争など、より利用者が楽しんで取り組めるよ
　うに工夫している。
・支援記録を通じ、指導員間でそれぞれの関わりを共有できるよ
　うにし、偏りの無いようにしている。

3 ・アンケートを活用し、より早い段階で利用のご提案ができるよ
　うに心がけている。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・数分でも必ず話をする時間を設ける。
・職員間のコミュニケーションをより密にし、様々な課題を共有
　したり、意見交換をスムーズに行えたりする環境を整えてい
　く。
・保護者からのご意見をいただいた際には、早急に改善できるよ
　う、対策を講じる。
・事業所内研修をさらに充実させ、振り返りと学びの機会を多く
　設ける。

2 ・保護者のニーズに合わせてイベント等を開催し、集団での様子
　と課題を把握できるようにする。

3 ・利用が複数で、場所を変更した方が落ち着いて話ができると考
　えられる場合には、相談室や廊下などを利用して報告を行う。

・安心して大人と関わることで、徐々に集団への参加ができるよ
　うになる。
・一人ひとりの利用者と十分に関わることができ、「自分を見て
　くれている」という安心感を与えられる。
・一人ひとりの発達段階に合わせた支援が提供できる。

・事業所側が提示することだけに取り組むのではなく、利用者の
　意見や要望を聞き、支援内容に取り入れている。
・通所の度に担当指導員を変え、異なった視点から利用者の強み
　や弱み、変化に気付いていくことができるようにしている。

・原始反射の統合に繋がるプログラムが確立されている。
・提供できるトレーニング数が多い。

・利用者の動きの中に、プログラムを自然に入れ込んでいけるよ
　う、タイミングを見逃さないようにしている。
・個別支援計画書に記載されている活動例や、原始反射統合トレ
　ーニングを複数組み合わせてメニューを組んでいる。
・同じ反射に向けたトレーニングでも、教具を変えたり、配置を
　変えたりするなどし、利用者の視点に立ち予定を立てている。

・体調不良等で、ご利用をキャンセルせざるを得なくなっても、
　ご利用可能日数が無駄になりにくい。

・現在の固定利用枠以外で、利用可能な曜日と時間を事前アンケ
　ートにてリスト化。毎月個別の利用可能日数・予定・実績を一
　目で確認できるよう一覧で管理し、キャンセルが発生した際、
　すぐにご案内ができるようにしている。

・待合室の声が響きすぎることで、保護者に報告の内容が聞こえ
　にくい。

・建物の構造上、声が響きやすい。
・複数利用の場合、利用者、保護者、きょうだい、職員に、利用
　人数をかけた全員が待合室に集まることになるため。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・指導員によって、能力に差があること。
・設立から2年の間に職員の入れ替わり等があり、経験の浅い職員
　がいる。

・勤務時間の殆どがサービス提供時間のため、当日の支援の打ち
　合わせ以外の相談や質問をする時間、話し合いの時間を⾧く確
　保することが難しいこと。
・事業所内研修を行う時間の確保がなかなかできないこと。
・自ら積極的に質問し、学ぼうという姿勢の欠如。

・集団生活での利用者の姿が見えにくい。
・集団での取り組みが難しい。

・個別支援に特化しているため。

2024年　8月　26日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2024年　9月　25日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 S.I.C.KIDS春日井校

○保護者評価実施期間 2024年　8月　26日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

S.I.C.KIDS春日井校
公表日 :2024年　9月30日

利用児童数 :26名 回収数 :25名

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 25 0 0 0

・時間ごとに利用が区切られているので、十
　分だと思う。
・職員の数に加え、利用者３～４人が一度に
　利用しても、運動を行うスペースが十分に
　確保されている。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 23 1 0 1

・職員は多い方だと思う。
・そう信じている。
・基本的にマンツーマン指導。それ以上に職
　員がつく時があるので、適切だと思う。

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い
ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や
情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

25 0 0 0

・適切だと思う。
・絵や文字で、場所や感情が相手に伝えやす
　いように掲示してあり、随時増えていると
　ころに工夫を感じる。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。
また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

25 0 0 0
・毎回目で見て確認はできないが、できてい
　ると信じている。
・支援時間の合間に消毒がされている。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援
が受けられていると思いますか。 

25 0 0 0
・無理をさせることなく、一つずつクリアで
　きるようにして、成⾧させてくれている。
・支援に不安を感じる職員が1名いる。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と
合っていると思いますか 。

24 1 0 0 ・よく考えてくれている。

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分
析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されていると思
いますか。

24 0 0 1

・計画の説明を紙でもらえるとわかりやすい
　と思う。
・月ごとに、できていることなどを細かく書
　き出してくれており、わかりやすい。

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提
供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す支
援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体
的な支援内容が設定されていると思いますか。

22 0 0 3
・よく考えてくれている。
・ガイドラインをしっかり見たことが無いた
　め、わからない。

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。 24 0 0 1

・よく考えてくれている。
・聞き取りや通所時の話を次に繋げ、随時子
　どもの様子を見て変えてくれており、あり
　がたい。

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います
か。

22 0 0 3

・よく考えてくれている。
・その日にやったこと全てはわからないが、
　子どもが楽しんでいるので、工夫されてい
　ると思う。

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと
活動する機会がありますか。

6 2 8 9

・保護者が交流を拒否している。事業所内の
　交流はしたいと思っている。
・同じ時間帯に他児がいることはあるが、地
　域での活動の機会は無いと思う。
・通所し始めてから今まで無かったので、無
　いと思う。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい
て丁寧な説明がありましたか。

23 1 0 1
・書類を示しながら説明があった。
・変更が生じた時にも説明がある。

13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。 23 1 0 1

・毎回説明してくれている。
・覚えていない。
・計画内容と支援プログラムがどのように結
　びつくかといった説明は無かった。

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています
か。

15 2 1 7

・多分無いと思う。
・事業所主催のものは無いと認識している。
・講座はありがたいが、保護者交流の機
　会も設けてほしい。

・毎朝と支援時間終了後に消毒と清掃を行い、
　清潔で安全に過ごせるようにしております。

・スモールステップで目標を設定し、達成感を
　得られる関わりを心がけております。
・生活での困りごとを解決に導くアプローチを
　心がけて支援を行っています。
・ご不安を抱かせてしまい申し訳ありません。
　事業所内研修を増やし、職員の資質向上に努
　めてまいります。

・原始反射の残存の影響にによって起こり得る
　困りごとを改善するためのトレーニングプロ
　グラムを主に提供しております。

・基本的に計画書を書面発行の上、口頭での説
　明とさせていただいております。いつでもご
　質問ください。
・月ごとに振り返りをすることで、成⾧の過程
　を把握していただきやすいようにしておりま
　す。

環
境
・
体
制
整
備

適
切
な
支
援
の
提
供

・ガイドラインはインターネット上にもござい
　ますが、今後はいつでも手にとっていただけ
　るよう、待合室に設置いたします。

・計画書を基に、ご本人にとって今必要な支援
　は何かを話し合い、支援内容を決めておりま
　す。

・計画書を基に、ご本人にとって今必要な支援
　は何かを話し合い、支援内容を決めておりま
　す。

・保育所等との交流は、プライバシーに関して
　ご不安を抱かれる方も多く、できておりませ
　ん。園では会うことのない子同士が、事業所
　内で顔を合わせるので、時に一緒に遊ぶなど
　交流の時間を設けています。

・ご契約時と変更時に説明をさせていただいて
　おります。

・現在の困りごとやご要望に対し、どのように
　アプローチをかけていくかを考えて計画を作
　成し、説明をさせていただいております。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

・支援室は十分なスペースを確保しており、喜
　びのお声を多くいただいております。

・配置数は適切であり、基準の人数以上の職員
　を配置しております。

・必要に応じて、アップデートを行っておりま
　すが、ご意見やご要望がございましたら遠慮
　なくお話しください。

・現在、ペアレントトレーニングは行っており
　ませんが、ご家族の方に向けた本部主催の講
　座を定期的に開催しております。LINEや掲示
　にて、ご案内をさせていただいております。
・保護者交流についてのアンケート実施を検討
　しております。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に
ついて共通理解ができていると思いますか。

24 1 0 0

・忙しい中でも、話してくれている。
・熱心に話を聞いてくれている。もう少し
　ゆっくりと話す時間がほしい。
・脳に関してや反射など、初めと比べてどう
　変化してきているか、専門的な事が知りた
　い。

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 19 2 1 3
・忙しい中でも、話してくれている。
・「これが苦手だから、家庭ではこうすると
　よい。」などの助言がほしい。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 25 0 0 0
・保護者からの聞き取りをしっかりと受けと
　め、支援に生かしてくれている。

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流
の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ
い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら
れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

3 2 5 15

・多分無いと思う。
・特にイベントは無い。
・是非開催してほしい。子どもたちが取り組
　んでいる内容を保護者も体験してみたい。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている
とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周
知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています
か。

21 0 0 4

・問題が起こったら、すぐに対応してくれて
　いる。
・とても熱心に受け入れてくれているが、時
　間が短く話し足りない。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると
思いますか。

24 1 0 0 ・話す時間が足りないと感じる。

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制
等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ
れていますか。

22 0 0 3
・自己評価の結果がどこに載っているかがわ
　からない。
・SNSの投稿が止まっていて寂しい。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 25 0 0 0
・他児の名前など、わからないようにされて
　いる。

23
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま
すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

21 0 1 3
・待合室に設置してあるので、保護者が読ん
　でいれば周知されていると思う。
・訓練は実施されている。

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓
練が行われていますか。

24 0 0 1
・そういった期間が設けられ、実施されてい
　る。

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、
安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。

24 0 0 1
・マンツーマンなので、心配したことは無
　い。

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事
故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。

22 1 0 2
・怪我や事故でなくても、少しのトラブルも
　随時報告してくれる。
・今のところ、怪我等は無い。

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。 23 2 0 0
・眠い時以外は毎回笑顔で楽しく通えてい
　る。
・特定の職員に苦手意識がある。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 23 2 0 0

・色々なプログラムがあり、毎回楽しそうに
　している。
・特定の職員に苦手意識があり、担当職員を
　毎回確認するようになってしまった。
・通所日ではない時でも、近くを車で通るだ
　けでウキウキし、いつも楽しみにしてい
　る。

29 事業所の支援に満足していますか。 25 0 0 0

・いつもありがとうございます。
・特定の職員を除けば、満足している。
・子どもに寄り添ってくださり、感謝してい
　る。

非
常
時
等
の
対
応

・事故があった際には、その時にすぐ報告をさ
　せていただいております。その後職員で事故
　について検証し、報告書にまとめたものを保
　護者にご覧いただきながら、事故原因や改善
　点について報告説明をさせていただいており
　ます。

保
護
者
へ
の
説
明
等

満
足
度

・よりご相談していただきやすい環境を整えて
　いくことが課題だと感じております。支援時
　間中だけでは時間が短いというご意見をいた
　だいておりますので、相談会などの開催を検
　討してまいります。また、営業時間内であれ
　ば、お時間を設けることができますので、通
　所日でない日でも遠慮なくご相談ください。

・支援終了後に当日の様子をお伝えしておりま
　す。発達の状況については、モニタリング時
　または、検査を受けたと教えていただいた場
　合に共有できております。今後は事業所側か
　ら積極的に質問し、共通理解を深めていきた
　いと思っております。
・営業時間内であれば、お時間を設けることが
　できます。お早めにご相談ください。
・ご希望に寄り添った説明を心がけてまいりま
　す。

・よりご相談していただきやすい環境を整えて
　いくことが課題だと感じております。相談会
　などの開催を検討してまいります。
・ご家庭と事業所とで並行してできそうな支援
　方法等を、ご提案させていただきます。

・モニタリング時や通所時などにお聞きした内
　容は直ちに共有し、支援内容に反映できる
　ようにしております。

・貴重なご意見をありがとうございます。保護
　者体験会を兼ねた交流の機会を設けられるよ
　う、検討してまいります。

・ご不安を抱かせてしまい申し訳ありません。
　事業所内研修を増やし、職員の資質向上に努
　めてまいります。

・飽きないように職員同士相談しながら、支援
　内容を工夫しております。
・ご不安を抱かせてしまい申し訳ありません。
　どの職員が担当であっても楽しく取り組める
　よう、職員の資質向上に努めてまいります。

・いつもありがとうございます。よりご満足い
　ただけるよう、支援内容や職員の関わりを見
　直してまいります。
・ご不安を抱かせてしまい申し訳ありません。
　事業所内研修を増やし、職員の資質向上に努
　めてまいります。

・営業時間内であれば、お時間を設けることが
　できますので、通所日でない日でも遠慮なく
　ご相談ください。

・評価結果は、S.I.C.KIDSホームページに掲載
　しております。春日井校のページ最下部、
　評価表『保護者・事業所における評価結果』
　をclickしていただくと、ご覧いただけます。
・SNSの更新が滞っており、申し訳ございませ
　ん。今後は定期的な更新を心がけてまいりま
　す。

・ファイルや書類等は、鍵付きの書庫に保管し
　ております。また、他児との関わりがあった
　際には、個人名を出さずに報告をさせていた
　だいております。

・マニュアルは、待合室の靴箱の上に常時設置
　しております。
・感染症対策、事故防止、緊急時対応の各訓練
　は、職員のみで行っております。利用者参加
　型の防犯訓練は、年度末に実施予定です。
・職員が笛を吹いたら、利用者はすぐに職員の
　傍で座る、というミニ訓練を不定期で実施
　し、反射的に身を守れるようにしておりま
　す。

・避難訓練週間を設け、全員のお子様が参加で
　きるよう、支援時間毎に実施しております。
・職員が笛を吹いたら、利用者はすぐに職員の
　傍で座る、というミニ訓練を不定期で実施
　し、反射的に身を守れるようにしておりま
　す。

・訓練を実施する際には、事前に詳細を記載し
　たお便りを配付しております。
・職員の立ち位置や補助の仕方などを常に見直
　し、安全に支援ができるよう努めています。



（別紙５）

S.I.C.KIDS春日井校
公表日 　　　　　2024年　9月30日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 6 0
・複数名の利用者がいる場合の安全な取り組み場
　所の確保、集中を妨げることの無いような立ち
　位置への配慮を適宜行っている。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である
か。

6 0

・１名の利用者に対して指導員１名、もしくは
　２名で支援を行っている。
・マンツーマンが基本ではあるが、利用者の状態
　に応じて人数を増やしている。
・基準の職員数に加え、加配の職員を配置してい
　る。

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている
か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化
や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

5 1
・タイムタイマーや絵カード、写真を活用してい
　る。

・トイレ前に大きな段差があるが、構造上段差を
　なくすことは難しい。必要に応じて踏み台の設
　置を検討する。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま
た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

6 0

・利用者や日によって環境設定を変更し、興味を
　持てるようにしている。
・利用者が入れ替わるタイミングで、環境整備や
　消毒を行っている。
・布の教具は、洗濯や天日干しで、清潔を保てる
　ようにしている。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら
れる環境になっているか 。

6 0
・クールダウンが必要な際は、別室に案内してい
　る。

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、
広く職員が参画しているか。

6 0
・気付いたことをその都度声に出して話し合うよ
　う心がけている。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け
ており、その内容を業務改善につなげているか。

6 0
・昨年度ご意見のあった項目について、即時対応
　可能な点において改善を行った。

・一部のご意見について対応ができておらず、今
　回の評価にて、昨年と同じご意見をいただいて
　いる。アンケートを実施し、保護者のニーズに
　合わせた対応を検討する。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に
つなげているか。 

6 0

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている
か。

0 6 第三者評価は行っていない。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で
研修を開催する機会が確保されているか。

6 0

・３か月に一度、本部主催の研修機会が設けられ
　ており、参加している。
・県や自治体等が開催する研修に、その時行くに
　相応しい職員が参加している。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 6 0
・支援プログラムは個別で連絡帳に記載し、口頭
　でもお伝えしている。

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成
しているか。

6 0
・支援中の何気ない会話から、本人の求めている
　事や悩みなどを聞き出すようにしている。

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ
でなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最
善の利益を考慮した検討が行われているか。 

6 0
・支援会議を行い、利用者の成⾧や今後の課題に
　ついて話し合っている。

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われ
ているか。 

6 0
・支援記録のファイルに支援計画書を綴じ、支援
　の度に必ず目を通してからプログラムを立てて
　いる。

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ
ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな
アセスメントを使用する等により確認しているか。

0 6

・標準化されたアセスメントツールは使用してい
　ない。
・事業所独自のアセスメントシートのみを使用し
　ている。

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支
援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支
援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえな
がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具
体的な支援内容が設定されているか。

5 1
・地域支援・地域連携について、保護者の意見を
　取り入れながら検討していく。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 4 2
・都度相談してプログラムを作成している。
・共同で支援を行う場合には行っている。
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18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 6 0

・前回行ったトレーニングは、できる限り外し、
　飽きないようにしている。
・毎回記録を残し、当日のプログラムを作成する
　前に振り返ることができるようにしている。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児
童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。

6 0

・コミュニケーション、行動面等の課題の改善
　や、リーダー性等の⾧所をのばしていくことが
　できるよう計画を作成し、支援に反映してい
　る。
・基本的にマンツーマン指導だが、利用者の目標
　に合わせ、数分間他の利用者と活動する時間を
　設けている。

20
支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の
内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい
るか。

4 2

・補助の指導員が付く場合など、必要に応じて行
　っている。
・SSTを行う際には内容を相談して決め、リハー
　サルを行っている。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援
の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

5 1

・個々での振り返りの後、共有すべき内容はその
　日の内に伝達している。重要度の高い内容は、
　議事録に記録し、伝え漏れの無いようにしてい
　る。

・時間が無く、支援終了毎には行えていないが、
　翌日の朝礼時に行っている。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に
つなげているか。

6 0

・声かけの内容、それに対しての利用者の反応な
　ども詳細に記録している。
・誰が見てもわかりやすいよう、要点を簡潔にま
　とめるよう心がけている。
・目標達成に関する記録を増やし、具体的な関わ
　りや変化の記述を行っている。

・記録がトレーニングの内容のみにとどまり、目
　標に関する働きかけの記述が不十分なことがあ
　る。その都度声をかけ合い、より具体的な記録
　を残すよう心がけている。

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性
を判断し、適切な見直しを行っているか。

6 0
・出来る限り対象児の支援時間中に行い、お子様
　の様子を見ていただけるようにしている。

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議
に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

4 2
・情報共有のために園を訪問する際は、全職員で
　振り返りを行っている。

・今までにサービス担当者会議が実施されたこと
　がない。

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、
教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

4 2
・園へ連携依頼の手紙を送付し、情報共有に努め
　ている。

・園や学校との連携は、事業所からアクションを
　起こさないと取れない状況であるため、根本的
　な所から改善できるよう、自治体等に意見を述
　べていきたい。

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の
観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども
園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報
共有と相互理解を図っているか。

6 0 ・園を訪問し、情報共有に努めている。

・情報共有をしてほしくないという利用者が複数
　名おり、園での様子がわからない。関わりが適
　切であるかどうかの判断ができにくく、偏って
　しまわないかという懸念がある。
・集団生活をどのように過ごしているか、実際に
　見て、支援に生かしていきたい。

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、
支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

3 3
・連携をしても良いかの確認を事前に保護者にと
　り、可能であれば共有を図っている。

・入学時に先入観を持たれたくないとの思いか
　ら、連携を望まれない保護者も多く、情報共有
　ができにくい状況にある。

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携
を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受け
たり、職員を外部研修に参加させているか。

ー ー ー ー

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極
的に参加しているか。

ー ー ー ー

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスー
パーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこど
もと活動する機会があるか。

0 6
・利用者以外の子どもも参加できるようなイベン
　トの開催を検討していく。

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や
課題について共通理解を持っているか。

6 0

・支援終了後に、支援内容や利用者の様子をお伝
　えしている。
・理解を深めるため、ご家庭や園での様子を、支
　援報告時に職員からお聞きしている。

・発達検査等の結果は、保護者から話が無い限り
　検査を受けられたかどうかの把握ができず、共
　有ができていないケースが多いのではと感じて
　いる。できるだけ共有いただけるよう、事業所
　側から積極的に働きかけていく。

34
家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ
ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機
会や情報提供等を行っているか。

6 0
・本部主催の保護者向けセミナーの情報を、LINE
　やチラシ等で発信している。

・センターとの連携はとれていないため、必要に
　応じて相談の機会を設けるなどしていく。

28 ー ー ー ー

3 3

支
援
の
提
供

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

31



35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を
行っているか。

6 0 ・体験時や契約時に説明を行っている。

・ご契約時にまとめて説明を行うため、保護者の
　記憶に残りにくいと感じている。
・書類を紛失される方がみえるので、ご契約時に
　はファイルに綴じたものをお渡しし、気になっ
　た時にすぐ確認していただけるようにしたい。

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊
重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家
族の意向を確認する機会を設けているか 。

6 0

・モニタリングの機会を設けている。
・支援中の何気ない会話から、利用者本人の求め
　ている事や悩みなどを聞き出すようにしてい
　る。

37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者
から児童発達支援計画の同意を得ているか。

6 0
・モニタリングでお聞きしたニーズと、目標の関
　連性をお伝えしている。

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応
じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。

4 2
・定期的に行うことはできていない。
・時期を決めて相談希望者を募るなど、相談しや
　すい環境を整えていく必要がある。

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ
り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま
た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている
か。

0 6
・保護者会など、子育ての悩みなどを話し合う機
　会を設けられるとよい。

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す
るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合
に迅速かつ適切に対応しているか。

6 0
・相談記録を職員間で共有し、対応について話し
　合う場を設けている。

41
定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ
り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対
して発信しているか。

4 2
・Instagramにて情報発信や支援内容を発信して
　いる。

・Instagramの投稿が滞っている。更新の頻度を
　上げていきたい。

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 6 0

・支援中の様子は、お友達同士であっても、個人
　名は出さないようにして報告している。
・Instagramの投稿時には、顔を隠している。
・写真については、撮影、掲載共に事前に確認を
　とっている。
・書類等は鍵付きの書庫に保管している。

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮
をしているか。

6 0

・コミュニケーションボードやカードを活用して
　いる。
・声かけや会話の速度を、利用者によって変えて
　いる。

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を
図っているか。

0 6
・地域の方も参加できる、夏祭りやクリスマス会
　などの開催ができるとよい。

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも
に、発生を想定した訓練を実施しているか。

6 0

・職員で行う訓練、利用者と行う訓練を年に数回
　行っている。
・避難訓練以外の日でも、緊急時に咄嗟の対応が
　できるよう、ミニ訓練を行っている。

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備
え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。

6 0
・安全計画と併せて計画を立て、訓練を実施して
　いる。

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し
ているか。

4 2 ・アセスメントシートにご記入をいただいている。

・アセスメントシートとは別に一覧表を設ける
　と、より把握しやすい。
・予防接種については確認をとっていないため、
　年度初めに確認をとれるよう、改善する。

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応
がされているか。

ー ー

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措
置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。

6 0

・職員の立ち位置や補助の仕方などを常に見直
　し、安全に支援ができるよう努めている。
・安全計画に沿って研修や訓練の計画を立て、実
　施している。
・教具点検を毎週行っている。

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全
計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

5 1
・訓練を行う際には、事前に詳細を記したお便り
　を配付している。

・年間計画を年度初めにお渡しできるとよい。

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について
検討をしているか。

6 0
・朝礼時に、前日のヒヤリハットを読み上げ、共
　有している。

・ヒヤリハットへの意識が事故に比べて低い。事
　故未満のできごとであっても、なぜそうなった
　かの検証を常に行えるよう意識の向上を図る。

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を
しているか。

6 0
・事業所内研修の他、自治体等が開催する研
　修に積極的に参加し、事業所内で内容を共
　有している。

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に
決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児
童発達支援計画に記載しているか。

6 0
・児童発達支援計画の他、身体拘束に関する同意
　書へのサインをいただいている。
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